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産業廃棄物担当等関係職員の就任ご挨拶

第 14 回  定時総会を開催

	■ 行政だより　東京都環境局・八王子市   産業廃棄物担当等関係職員の人事異動
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東京都産業資源循環協会は、令和8年5月28日㈭15時から、ホテルニューオータニ「芙
蓉西の間」（千代田区紀尾井町）において、第14回定時総会・令和8年度表彰式・懇親
会を開催しました。定時総会では、令和7年度の決算報告、理事・監事選任、会費規程
改定の件につき審議し、いずれも原案どおり承認可決されました。
また、表彰式の終了後には、壇上にて「賛助会員によるPR」、懇親会会場内には「賛

助会員コーナー」を設け、それぞれ会員の皆様に役立つ情報をご提供いただきました。
	 （取材　塩沢 美樹）

第 14 回  定時総会を開催
鈴木宏和 会長再任、4期目がスタート

定時総会
1	 定足数報告

司会の増田武 事務局長より、本日現在
の正会員数は 518 名、出席正会員数は委
任状及び議決権行使による表決数を含め
362 名（出席率 69.9%）であり、本総会
は適法に成立したことが報告された。

2	 開会
高橋潤 常任理事の開会宣言に続き、鈴

木宏和 会長が仮議長に就いた。仮議長は
定款に基づき、出席正会員の中から赤石
賢治 副会長を議長に指名した。

赤石 議長は議事録署名人に森雅裕 常
任理事、矢部要 理事の 2 名を指名し、議
案審議に入った。

3	 議事
	●報告事項　令和 7 年度 事業報告
鈴木研二 専務理事が、議案書に基づき、

令和 7 年度の事業報告を行った。
※事業報告概要は 4 〜 7 ページ

	●第１号議案   令和 7 年度決算報告承認の件
鈴木 専務理事が、議案書に基づき、決

算内容を説明し、承認を求めた。
吉本花子 監事が議長の指名をうけ、決

算並びに理事の業務執行につき監査した
結果、いずれも正確妥当であることを認め
た旨を報告し、本案は原案どおり承認可
決された。	 ※決算概要は 8 ページ

	●第２号議案    理事、監事選任の件
鈴木 専務理事が、現在の理事及び監事

の任期が本総会の終結時までであるため、

総会会場

理事 19 名、監事 3 名の選任を行いたい
旨を述べたのち、議案書の役員候補者名
簿を読み上げた。異議なく承認可決され、
候補者はいずれも就任を承諾した。

※役員名簿は 9 ページ
	●第３号議案    会費規程改定の件
鈴木 専務理事が、議案書に基づき会費

規程の改定を提案し、その理由を説明し
た。本案は原案どおり承認可決された。

※会員会費新旧対比表は 10 ページ

4	 閉会
二木玲子 常任理事が閉会を宣言し、定

時総会を終了した。

新役員紹介・挨拶
司会の増田 事務局長が、総会終了後の

臨時理事会において決定した役付理事、
並びに理事・監事の紹介を行った。

会長に就任した鈴木宏和 氏は「協会 7
代目の会長として４期目となります。本日、
ご選任いただきました役員とともに、諸課
題に全力で取り組んで参る所存ですので、

改めて会員の皆様のご理解・ご協力を賜
りますようお願い申し上げます。」などと
所信を述べた。

表彰式
続いて、「一般社団法人 東京都産業資

源循環協会　顕彰及び表彰規程」に基づ
く表彰式を執り行い、「功労者表彰」、「優
良事業所表彰」、「優良従事者表彰」、「安
全衛生表彰の委員長賞表彰」の 4 つの表
彰と「感謝状」の贈呈を行った。

※写真は 10 〜 11 ページ

賛助会員によるPR・賛助会員コーナー
表彰式の終了後には、賛助会員と正会

員の皆様のコミュニケーションの機会を増
やし、会員の皆様に役立つ情報を提供い
ただくことを目的として、賛助会員 2 社が
壇上にあがり、プレゼンテーションを行っ
た。また、懇親会の会場内には、賛助会
員の事業紹介コーナーを設け、3 社が出
展した。	 ※写真は 18 ページ

新役員一同

第14回定時総会・表彰式・懇親会
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令和7年度 事業報告（概要）

１．適正処理・資源循環推進事業
（1）	調査研究事業

1)	調査研究
適正処理の推進と循環型社会・脱

炭素社会・デジタル社会の進展に向
けた調査研究を行い、東京都などに
対し提案・要望を行った。具体的には、
脱炭素対策やスコープ３に係る取組の
調査の実施、東京都予算に関する要望
活動（令和８年度都予算においてリチウ
ムイオン電池火災緊急対策事業補助金
等を実現）など。

2)	普及啓発
調査研究の成果を含め、ホームペ

ージ等により、広く一般に普及啓発
を行っている。

（2）	研修事業
1)	一般研修事業
①	 建設廃棄物・四団体合同施設見学会・

意見交換会（建設廃棄物について排
出事業者団体、処理業者、行政の三
者によって意見交換を行うもの）を
実施した。

②	 医療廃棄物適正処理研修会は、研修
会の開催に代えて、東京都医師会の
ホームページ上に関係団体から提供
される資料を一定期間掲載すること
になり、医療廃棄物委員会で資料を
作成し提供した。　

2)	講習会事業（許可申請等に関する講習会）
東京都内で実施される許可申請に関

する収集・運搬課程、処分課程及び特

別管理産業廃棄物管理責任者の講習会
を、実施機関である ( 公財 ) 日本産業
廃棄物処理振興センターに協力し実施
した。

参加者数は、新規許可申請 講習会
は 1,172 名、更新許可申請 講習会は
1,786 名、特管管理責任者講習会は
1,979 名、特管管理責任者講習会［医
療関係機関等対象］は 132 名、PCB 廃
棄物の収集運搬作業 従事者講習会は
45 名であった。

（3）	相談指導事業
会員その他業界関係者、一般企業や

都民からの産業廃棄物の処理業者の紹
介、斡旋に関する協会への問い合わせ
に的確に対応した。

令和 7 年度の相談件数は 2,983 件で
あった。

２．環境対策事業
特別区清掃リサイクル課長会の災害

廃棄物処理対策検討会に参加し「特別
区災害廃棄物対策ガイドライン」の見
直しについて協議したほか、多摩の２地
区で災害廃棄物合同処理マニュアルの
策定に協力した。また練馬区と災害廃棄
物の一次仮置場運営に関する協定書を
締結した。

第14回定時総会・表彰式・懇親会 第14回定時総会・表彰式・懇親会

３. 普　及　事　業
(1)	普及事業
1)	普及・広報活動

協会の社会的意義や取組状況など
を、機関誌「とうきょうさんぱい」を
はじめ、ホームページ等で紹介し、広
報に努めた。

2)	 図書等の有償頒布
「建設廃棄物処理委託契約書」「建

設廃棄物処理委託契約書様式及び記入
例」の販売を行った。

3）	産業廃棄物管理票（マニフェスト）普
及事業

廃棄物処理法で義務づけられてい
る、産業廃棄物管理票（マニフェスト）
について、全産連及び建設六団体副産
物対策協議会から受託・販売し、頒布
実績は対前年度比 78％だった。

また、電子マニフェストシステム
については、電子マニフェストの運
用を円滑に行うための「電子マニフ
ェスト用産業廃棄物送り状（受渡確
認票）」〔全産連 発行〕を販売し、頒
布実績は対前年度比 108％だった。

(2)	機関誌の発行事業
会員に対する基本的な情報伝達手段

である、機関誌「とうきょうさんぱい」
は第 416 号から第 427 号を発行した。

(3)	会員事業
1)	会員研修事業

会員に限定した研修会・講習会を次
のとおり実施した。
•	 国内処理施設見学研修会［令和 7 年

10 月実施、見学先：㈱マテック（北
海道苫小牧市）、参加者：16 名］

•	 収集運搬委員会主催
①	産業廃棄物収集運搬業のための

採用設計セミナー　第２弾 ｢採用
設計＆面接官トレーニングセミナ
ー｣［令和 7 年 9 月実施、参加者：
35 名］

②	エコドライブ研修会［令和 7 年
10 月実施、参加者：21 名］

•	 中間処理委員会 破砕・圧縮分科会主
催「リチウムイオン電池の適切なリ
サイクルについて」オンラインセミ
ナー［令和 7 年 7 月実施、参加者：
113 名］

•	 医療廃棄物委員会主催　医療廃棄物
研修会［令和 7 年 11 月実施、参加者：
29 名］

2)	会員交流・増強事業
•	 会員の連携強化と協会の活性化を図

るため、総会後の懇親会（5 月）、賀
詞交歓会（1 月）を実施したほか、
多摩支部、青年部、女性部が積極的
に活動を行った。

•	 新入会員から協会への要望等を聞く
ため、意見交換会を 6 月及び 11 月
に開催した。

※	会員数（正会員及び賛助会員）は、
令和 7 年度中 16 社入会、24 社退会
の結果、令和 8 年 3 月末日現在 600
社となった。

•	 関係団体との協力では、全産連、関
東地域協議会の諸活動に参画し、積
極的に情報交換等を行った。

3)	顕彰・表彰事業
令和 7 年年度は、『功労者』3 名、『優

良事業所』6 社、『優良従事者』10 名、『安
全衛生・安全衛生推進委員長賞』１事
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業所を表彰した。

4)	人材の確保に向けた採用支援
•	 人材確保プロジェクト

①	「若手社員のためのスーパーエコ
タウン研修会《第３回》」及び「会
員企業人事担当者と大学キャリア
センター担当者の意見交換会」を
開催した。［参加者：会員若手社
員 37 名、会員人事担当者 12 名、
大学関係者 5 名］

②「育成就労制度」「特定技能制度」
について、正会員向けオンライン
セミナー「外国人材の円滑な受入
れについて」を開催した。［参加者：
50 名］

•	 業界別人材確保強化事業（カスタマ
イズ支援）
東京都と（公財）東京しごと財団が

連携して人材確保の課題解決を図り、
中小企業を支援する本事業に会員企業
11 社が参加、協会はこの取組を支援し
た。

４．管　理　運　営
定時総会（１回）、理事会（定例会 9 回）、

常任理事会（10 回）を開催した。また、
令和 8 年 1 月に「第 2 回安全衛生推進大
会〔企画・運営：安全衛生推進委員会〕」
を実施した。

東京労働局から、令和 7 年の管内の産
業廃棄物業の死亡労災事故はゼロだった
ことが報告された。

５．委員会・部会活動
(1)	総務委員会

①	１１月１２日に委員会開催
②	３月２４日に委員会開催

(2)	法制度検討委員会
委員会を 5 回開催したほか、電子マ

ニフェストの新入力項目に関する講習会
を開催、廃棄物実量に基づかない「坪単
価・平米単価」での不適切な契約（逆単
価問題）について法的見解の整理、リチ
ウムイオン電池混入による火災リスクに
関し東京都へ要望等を行った。また、産
廃・特管の許可申請日の統一について議
論を行った。

 (3)	広報委員会
機関誌「とうきょうさんぱい」の編集

を中心に毎月１回（年 12 回）委員会を
開催した。資源循環情報等、会員各位の
事業紹介について原稿を募集するなど、
会員読者の誌面への参加を求めた。また、
カラーページの広告掲載を開始した。

(4)	安全衛生推進委員会
委員会を３回開催したほか、東京労

働局との合同安全衛生パトロール、安
全衛生推進大会を開催、会員企業にお
ける安全衛生活動の現状調査などを行な
った。ヒヤリハット事例は協会機関誌に
毎号掲載（８月よりカラーページ）した。
また、協会名入り熱中症対策ポスターを
会員各社に配布、安全衛生標語の募集お
よび会員各社の安全衛生取組事例の募集
を行い、安全衛生推進大会で表彰するな
ど会員企業の安全衛生意識の向上に資す
る活動を行なった。

第14回定時総会・表彰式・懇親会

(5)	災害廃棄物委員会
特別区の災害廃棄物ガイドラインの

見直し及び多摩２地区での災害廃棄物
合同処理マニュアルの検討に参加した
ほか、練馬区及び日野市・国分寺市・小
金井市との災害廃棄物処理協定につい
て協議を進め、３月に練馬区と協定を締
結した。12 月に委員会を開催した。

(6)	収集運搬委員会
委員会を５回開催したほか、東京都

環境局資源循環推進部より講師を招き
講演会および意見交換会、施設見学会

（視察先：㈱吉川油脂）、人材確保研修会、
エコドライブ研修会、「理念経営につい
て」勉強会等を開催した。

(7)	中間処理委員会
関東プラスチックリサイクル協同組合

との意見交換、見学会と勉強会（視察先：
アマゾンウェブサービスジャパン合同会
社）を開催した。破砕・圧縮分科会では、
オンラインセミナー、施設見学会（視察
先：㈱Ｊサーキュラーシステム）を開催、
中和・脱水分科会と焼却分科会の合同
施設見学会（視察先：㈱京葉興業福島
事業所）を開催した。

（8）	建設廃棄物委員会
四団体合同施設見学会（バーチャル

施設見学会、視察先：㈱丸幸）・意見
交換会を開催した。建設混合廃棄物分
科会では、一都三県建設混合廃棄物意
見交換会を開催した。

(9)	医療廃棄物委員会
委員会を４回開催したほか、一都二県

医療廃棄物合同懇談会（東京・神奈川・
静岡各都県協会の医療廃棄物委員会・部
会）、感染性許可取得会員企業向け研修
会、施設見学会（見学先：高輪ゲートウ
ェイ バイオガス施設）を開催した。

(10)	 多摩支部
多摩支部会・研修会、高度化法の研

修会（法制度検討委員会主催）、多摩支
部幹事会及び適正処理意見交換会、多
摩環境事務所廃棄物対策課と八王子市
廃棄物対策課との適正処理意見交換会
等を開催したほか、施設見学会（見学先：
ジャパンウェイスト㈱横浜工場）を実施
した。

(11)	 青年部
幹事会を 11 回、定時総会および勉強

会、青年部部員交流会、新春講演会・
賀詞交歓会を開催したほか、大阪近郊
廃棄物処理施設および大阪・関西万博
視察、東京都環境局との合同事業研修
としてエコノバ TOKYO を開催した。今
後も定期的に東京都環境局との連携を
取り、合同事業を開催することした。

(12)	 女性部
幹事会を 11 回、定時総会および勉強

会、女性部全体会、年末勉強会・懇親会、
法律勉強会等を開催したほか、東京都環
境局による講演会を開催した。
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令和7年度 決算報告（概要）

第14回定時総会・表彰式・懇親会

役　職　名 氏　　名 勤　　務　　先 備 考

理
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
事

会 長 鈴 木 宏 和 ㈱ 京 葉 興 業 重 任

副 会 長 細 沼 順 人 成 友 興 業 ㈱ 重 任

〃 五 十 嵐 和 代 ㈱ 五 十 嵐 商 会 重 任

〃 加 藤 宣 行 加 藤 商 事 ㈱ 重 任

〃 高 橋   　 潤 高 俊 興 業 ㈱ 重 任

専 務 理 事 鈴 木 研 二 （一社）東京都産業資源循環協会 重 任

常 任 理 事 都 築　   建 都 築 鋼 産 ㈱ 重 任

〃 二 木 玲 子 大 谷 清 運 ㈱ 重 任

〃 森　   雅 裕 ㈱ ハ チ オ ウ 重 任

〃 井 上 弘 之 東 京 ボ ー ド 工 業 ㈱ 重 任

理 事 石 田 太 平 ㈱ 太 陽 油 化 重 任

〃 有 吉 嘉 一 郎 ㈱ 東 京 ス タ ン ド サ ー ビ ス 重 任

〃 福 田   　 隆 東 港 金 属 ㈱ 重 任

〃 新 川   　 研 ㈱都市環境エンジニアリング 重 任

〃 比 留 間 宏 明 比 留 間 運 送 ㈱ 重 任

〃 矢 部   　 要 丸 順 商 事 ㈲ 重 任

〃 遠 藤 重 雄 ㈱ リ ス ト 重 任

〃 廣 木 直 江 ㈱ 昌 和 プ ラ ン ト 重 任

〃 山 﨑 隆 一 松 田 産 業 ㈱ 就 任

監　　　事 進 藤   創 東 京 商 工 会 議 所 就 任

〃 吉 本 花 子 日 栄 産 業 ㈱ 重 任

〃 古 舘 茂 俊 ㈱ 三 凌 商 事 就 任

【任期】  第１６回定時総会終結時まで

一般社団法人 東京都産業資源循環協会	
役  員  名  簿

	 令和８年５月 28 日
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令和 8年度 　表彰受賞者	
	 （順不同）

	✿ 功 労 者 表 彰 受 賞 者

畠 山 孟 賛   様	 ㈱ 日成ストマック・ 
	 トーキョー  代表取締役
望 月 麻 子   様	 ㈱ 調布清掃 
	 経営企画室  室長
隅 田 貴 広   様	 成友興業 ㈱ 
	 執行役員  環境事業部長
大 野 晶 子   様	 ㈱ ハチオウ 
	 CW ロジスティクス事業部 
	 部長

功労者表彰受賞者の皆様

	✿ 優良事業所表彰受賞者
広陽サービス 株式会社   様
株式会社 日動エコプラント   様
千葉企業 株式会社   様
株式会社 ブループラネット稲城   様

優良事業所表彰受賞者の皆様

現 新
会 員 の
種 類 許可業種等の区分 年額

（単位 : 円）
月額

（単位 : 円）
年額

（単位 : 円）
月額

（単位 : 円）

正 会 員

収集運搬業
（積替えも保管も含まない。） 84,000 7,000 108,000 9,000

収集運搬業
（積替え又は保管を含む。）

120,000 10,000 144,000 12,000広域認定（施設なし。）
再生利用認定

処 分 業 中間処理

180,000 15,000 216,000 18,000最終処分
広域認定（施設あり。）
無害化処理認定
排出事業者 60,000  5,000 72,000  6,000
個 人営業の小 規 模 企 業
とみなされる収集運搬業

（積替えも保管も含まな
い。）

36,000 3,000 48,000 4,000

賛 助 会 員 1 口　50,000 1 口　80,000

（一社）東京都産業資源循環協会の会員会費（新旧比較表）

第14回定時総会・表彰式・懇親会

優良従事者表彰受賞者の皆様

	✿ 優良従事者表彰受賞者
箱 崎 　 裕   様	 ㈱ ハチオウ
庄 島 武 喜   様	 ㈱ 北陸産業
大 井 浅 男   様	 松浦商事 ㈱
吉 﨑 英 樹   様	 ㈱ 増渕商店
竹 之 内 功   様	 栄晃産業 ㈱
小野木正治   様	 ㈱ 五十嵐商会

杉 山 安 利   様	 ㈱ 首都圏環境美化センター
竹原雄一郎   様	 ジャパンウェイスト ㈱
板橋虎太郎   様	 相田化学工業 ㈱
杉 田 隆 幸   様	 中野運輸 ㈱ 
阿 部 和 彦   様	 ㈱ 東京クリアセンター

	✿ 感 謝 状 受 賞 者
赤 石 賢 治   様	 （前・副会長）

	✿ 安 全 衛 生 表彰受賞者
会長賞 ＜従事者＞
　庄島武喜   様	 ㈱ 北陸産業

安全衛生推進委員長賞 ＜従事者＞
　樋代博英   様	 加藤商事 ㈱ 

安全衛生推進委員長賞 ＜事業所＞
　成友興業 株式会社 　あきる野事業所   様 安全衛生表彰受賞者

（左）会長賞
（右）安全衛生推進委員長賞

第14回定時総会・表彰式・懇親会
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第14回定時総会・表彰式・懇親会

懇親会
表 彰 式 終 了 後、17

時 30 分から五十嵐和
代  副会長の司会によ
り懇親会を開催した。

鈴木 会長の挨拶に
続き、来賓の方々から
祝辞を頂戴した。

会長挨拶
	■ 鈴木  宏和   会長

皆様、本日はお忙し
い中、当協会の懇親会
にご出席を賜り、あり
がとうございます。懇
親会の開会にあたり一

言ご挨拶申し上げます。
まずは、先程開催された当協会の第 14

回定時総会において、令和 7 年度決算及
び会費規程改定が滞りなく承認されまし
たことを、ここにご報告いたします。会員
の皆様には、ご理解・ご協力を賜りました
ことに御礼申し上げます。

また、理事・監事選任の件につきまし
てもご承認を賜りました。本年も役員一同、
一丸となって協会及び業界の発展に努め
てまいりますので、どうぞよろしくお願い
申し上げます。

本日の懇親会には、公務御多忙のなか、
環境省環境再生・資源循環局長の角倉様、
協会顧問である東京都議会議員の皆様、
東京都環境局長の宮澤様、全国産業資源
循環連合会専務理事の室石様、その他、
多数の関係団体のご来賓の皆様にご出席
いただいております。御礼申し上げますと
ともに、この場をお借りして、日頃より当

協会事業にご支援・ご協力をいただいて
おりますことに感謝申し上げます。

さて、いま、産業廃棄物業界、資源循
環業界は、循環経済への移行、労働力不足、
災害廃棄物への対応、脱炭素の推進など
多くの課題に直面しております。

そうしたなか、環境省様には、再資源
化事業等高度化法の施行や廃棄物処理法
改正等についてご講演をいただくなど、日
頃より多大なるご指導、御鞭撻を賜って
おります。また、就労育成制度、特定技
能制度の適用につきまして大変お世話に
なりました。

また、東京都様におかれましても、リチ
ウムイオン電池火災問題について予算確
保をいただいたほか、廃コンクリート・再
生砕石問題等につきましても、ご支援、
ご協力を賜っております。

国及び東京都の皆様のご尽力、ご支援
に、改めて御礼申し上げますとともに、こ
れら諸課題に対し、当協会として今後とも
最善の努力を重ね、連携を進めていくこと
を申し上げたいと思います。

本日は、この懇親会に先立ち、当協会
の功労者表彰、優良事業所表彰、優良従
事者表彰及び安全衛生表彰の表彰式が行
われましたが、この懇親会には、賞を授与
された受賞者の皆様にもご参加いただい
ております。改めて受賞者の皆様のご貢
献を讃えるとともに、業界の発展に向け、
一層のご活躍をいただければと存じます。

循環型社会の形成、そして循環経済へ
の移行をめざす今日、行政、民間を問わず、
幅広い関係者の皆様が連携を深めること
がこれまでになく重要になってくると思い
ます。本日の懇親会には、国、都、そして

司会の	
五十嵐和代 副会長

第14回定時総会・表彰式・懇親会

関係諸団体の方々にご参加いただいてお
りますので、大いに交流を図っていただけ
ればと存じます。

最後になりますが、資源循環業のます
ますの発展を祈念し、また、本日ご参席
の皆様のますますのご健勝とご多幸を心
より祈念申し上げまして、開会の挨拶とさ
せていただきます。

ありがとうございました。

来賓祝辞
	■ 環境省 環境再生・資源循環局長	
	 角倉  一郎   氏

皆様、こんにちは。
本日お集まりの皆

様方には、日頃より多
大なるご尽力をいただ
き、改めて厚く御礼申

し上げます。
本日、私からは 3 点お話し申し上げ

ます。
まず 1 点目は、「資源循環産業の発展・

振興」についてでございます。
環境省として長年追い求めている

テーマの一つが、資源循環産業の社会的
評価を向上させ、日本経済および日本産
業の主軸へと据えていくことでございま
す。特に資源制約が高まる昨今において
は、天然資源である「1 次資源」に着目
するだけでなく、廃棄物を資源としてリ
サイクルする「2 次資源」の活用が極め
て重要です。我が国の基幹産業に対し、
安定的に 2 次資源（新たな素材）を提
供するという資源循環産業の役割は、年
を追うごとにその重要性を増しており、
今や大きな潮流となりつつあります。環

境省ではこうした観点から、2 年前に「循
環型社会形成推進基本計画」を策定し、
循環経済（サーキュラーエコノミー）を
国家戦略として打ち出しました。循環経
済への取組は、単なる環境保全の観点に
とどまらず、産業競争力の強化や経済安
全保障の観点からも重要であり、環境省
のみならず政府一丸となって取り組むべ
き政策分野でございます。この流れを受
け、今年 4 月には「循環経済に関する
関係閣僚会議」において、新たな「循環
経済行動計画」を取りまとめました。こ
の計画では、資源循環産業を我が国の成
長を牽引する次の主力産業として大きく
発展・育成していくという、国家として
の大きな方向性が示されています。行動
計画の具体的な内容についてはまた改め
てご説明いたしますが、その柱の一つと
して、資源循環産業の育成に向けた「多
角的・経済的支援スキーム」の構築と検
討を盛り込んでおります。これまでも環
境省は様々な取組を進めてまいりました
が、今後はこの行動計画のもとでさらに
ギアを上げ、関係各省を巻き込みながら、
我が国の製造業を支える基盤産業として
資源循環産業を育ててまいります。

2 点目は、「今通常国会における法案
の審議状況」についてでございます。

現在、環境省から資源循環分野で 3
本の法律（法案）を提出し、国会でご審
議をいただいているところでございま
す。1 本目は「太陽光パネルのリサイク
ル法案」、2 本目は「廃棄物処理法の改
正案」で、これには不適正なヤードに
対する規制強化と災害廃棄物対応とい
う 2 つの大きな柱がございます。そし
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て 3 本目が「PCB 特別措置法の見直し」
でございます。これら 3 本の法案策定
にあたっては、資源循環産業の皆様方の
貴重なご意見も反映させていただきまし
た。今後は、法制化の進展を踏まえ、皆
様のお役に立てるよう取組を一層強化し
てまいります。

また、昨年本格施行いたしました「再
資源化事業等高度化法」に基づく認定に
つきましては、今年に入り第 1 号から
第 3 号までの認定が行われました。今
後 3 年間で 100 件の認定を目指してお
り、この認定スキームを推進する上でも、
資源循環産業に対する格段の支援措置を
さらに拡充してまいりたいと考えており
ます。

最後、3 点目は、皆様が大変ご懸念さ
れ、関心を寄せられている「リチウムイ
オン電池による火災等の発生問題」につ
いてでございます。

日頃の収集運搬や、処分・リサイク
ル工程における発火事故が増加している
現状がございます。こうした事態を受け、
環境省では昨年 12 月、関係省庁連絡会
議において「リチウムイオン電池の再資
源化・回収促進に向けた政策パッケージ」
を取りまとめました。これに基づき、各
自治体における分別回収を促進するだけ
でなく、民間の廃棄物処理施設における
検知器や火災防止設備の導入を支援する
ため、昨年の補正予算において新たな補
助制度・支援スキームを創設いたしまし
た。リチウムイオン電池は現在、日本各
地で様々な課題を引き起こしております
が、環境省としては関係各省と一丸とな
り、この問題の解決に向けて少しでも貢

献できるよう、取組を進めてまいります。
引き続き環境省といたしましては、

皆様のお役に立てるよう、さらに力を尽
くしてまいります。ご意見やご要望がご
ざいましたら、様々なチャンネルを通じ、
いつでも結構ですのでぜひお寄せくださ
い。皆様の声を正面から受け止め、施策
に反映させていく所存です。

最後になりますが、本日は定時総会
の開催、誠におめでとうございます。今
後とも、どうかよろしくお願い申し上げ
ます。

	■ 協会顧問　東京都議会議員
出席の当協会顧問が登壇し、東京都

議会自由民主党議員の田村利光氏、都
議会公明党議員の松葉多美子氏より、
それぞれ祝辞を頂戴しました。

	■ 東京都環境局長	 宮澤  浩司   氏
東京都産業資源循

環協会の皆様には、日
頃より我々の行政の事
務の執行に当たりまし
て多大なるご協力を賜

りまして、誠にありがとうございます。
改めて御礼申し上げます。

また、鈴木会長には、昨年の廃棄物
審議会の委員として参画いただきまし
て、東京都の廃棄物処理資源循環計画の
策定にも御協力いただきました。誠にあ
りがとうございます。

ただいま申し上げました計画の中で、
2030 年から 2035 年に向けた大きな方
向性ですとか、5 つの資源循環の柱とい
うものを打ち出させていただきました。

第14回定時総会・表彰式・懇親会 第14回定時総会・表彰式・懇親会

山﨑 一輝 議員 田村 利光 議員宇田川 聡史 議員 小宮あんり 前議員 細田いさむ 議員松葉多美子 議員

一部を紹介しますと、まずは何と言いま
しても、やはり産業廃棄物分野での DX
化の推進です。我々、東京都に各事業者
様からいろいろ出していただきます書類
がいまだに紙の山であるということ、ま
た、処理業の許可とか、それ以外のデー
タの収集のためにいただいているいろい
ろなやりとり、こういったものを行政の
手続きを含め、できるだけデジタルトラ
ンスフォーメーションの力で何とかした
いというところも進めてまいりますし、
また、皆様が仕事をする上での様々な
AI 配車システムなどのシステムの導入
に向けた支援につきましても、我々の方
で最大限努力をしてまいるという方向性
を打ち出させていただきました。

また、2 つ目といたしましては、高度
リサイクルの推進でございます。

最近の中東情勢も踏まえまして、貴
金属類ですとかプラスチックなどの高度
リサイクルの更なる推進が必要とされて
おります。こうしたものに関しましても、
今、施設の整備の補助、それから様々な
マッチングの支援などもさせていただい
ておりまして、また東京都環境公社とも
連携いたしまして、動静脈連携の組み合
わせについても検討を進めています。ぜ
ひ協会の皆様とさらに進めてまいりたい
と考えております。

また、先ほどからお話が出ておりま

すリチウムイオン電池対策でございま
す。こちらは本当に皆様の現場に多大な
るご迷惑をおかけしておりますが、まず
必要なのは徹底した分別だと思います。
これは各区市町村の現場、それから企業
のそれぞれの排出の現場での普及啓発が
重要でございますので、こちらにつきま
しては引き続き最大限の努力をしてまい
ります。

それに加えまして、先ほど都議会の
先生からもお話がございましたが、施設
の検知器、火災報知機、それから火災が
起きた場合の消火設備、こういったもの
を支援する体制もようやく整いました。
こちらも是非御活用いただきまして、も
し予算が枯渇するようでしたら、また来
年度予算でも最大限の配慮をする覚悟で
局としても取り組んでまいりますので、
こちらもぜひ連携して取り組んでまいり
たいと思います。どうぞよろしくお願い
いたします。

それから、最後になりますが、災害
廃棄物の処理でございます。昨年の能登
半島地震の時も、東京都に廃棄物を持っ
てまいりましたし、また、今、八丈島の
災害廃棄物がまだ残っていまして、こち
らもコンテナで運んでくるというオペ
レーションをしております。

昨年の能登半島地震の際に、我々は
コンテナを 100 基新調いたしました。
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災害廃棄物専用コンテナ、東京都専用で
ございます。こちらも私がずっと前から
やりたかった仕事で、都議会の皆様の御
協力をいただきまして、ようやく予算化
が整い、能登半島地震の廃棄物を持って
くるときに初めて使いました。

今回の八丈島でも使わせていただい
ておりますし、もし今夏以降も、全国で
何か災害があれば、東京都がいち早く駆
けつけてコンテナで輸送して持ってくる
ということをやりたいと思っておりま
す。こちらの事業の推進に当たりまして
も、協会の皆様の御協力がなければでき
ませんので、ぜひともご協力のほどよろ
しくお願い申し上げます。

さて、昨今の中東情勢も非常に厳し
いものがございます。また、この夏も暑
い夏であることが間違いないであろうと
思われます。働き方改革の観点でも様々
な取組が必要だと思います。本当にその
暑さはこれまでとは全然想定が違いま
す。レベルが格段に上がっておりますの
で、産業廃棄物の収集運搬の現場、また
中間処理の現場でも皆様方のお体をぜひ
お気をつけいただいて、健康第一でお仕
事をしていただければと思います。どう
ぞよろしくお願いいたします。

結びに、東京都産業資源循環協会の
皆様の益々のご多幸をお祈りいたしまし
て、また東京都環境局の業務にも是非御
協力いただくことをお願い申し上げまし
て、御挨拶とさせていただきます。本日
は誠におめでとうございます。

	■ 公益社団法人 全国産業資源循環連合会	
	 専務理事　室石  泰弘   氏

本日は盛大な懇親
会にお招きいただき感
謝申し上げます。

既に来賓の皆様の
御挨拶のなかで多角的

なお話がございましたので、私からは少
し視点を変え、3 つの観点から申し上げ
ます。

1 点目は、廃棄物処理法の改正に伴う
「ヤード対策」の開始についてです。我々
産業廃棄物処理業者は、公的な審査を経
てしかるべきライセンスを所持している
正規の事業者でございます。しかし、こ
れまではライセンスを持たない一部の無
許可業者との間で、不公正な競争が行わ
れていた側面が否めませんでした。した
がって、今回の法改正によって不適正な
ヤードへの規制が強化されることは、健
全な市場環境を取り戻すうえでも、我々
にとって大変歓迎すべき動きであると受
け止めております。

2 点目は、災害発生時における「初動
対応」の抜本的な改善への期待です。こ
れまでの災害対応では、自治体からの要
請に対し、我々業界の事業者が社会貢献
の心意気から迅速に先行対応を行ってま
いりました。しかし当初は、契約締結に
至っておらず資金の目途も立たない状態
で動かざるを得ず、費用の支払いが数ヶ
月先になるなど、実務・資金面における
現場の負担が非常に重いという課題がご
ざいました。今回の改正により、専門的
な支援機関が自治体を強力に補完し、初
期段階での迅速な契約締結や環境省から
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の概算払いが実現すれば、これまで現場
が苦労していた課題が大きく改善される
ものと期待しております。

3 点目は、緊迫する中東情勢への対応
と、それに伴う「価格転嫁」の問題です。
深刻な資材不足などの不測の事態に対
し、国や東京都が先頭に立って直接的な
斡旋や需給調整などの対応を行う姿勢を
示してくださっていることは、非常に心
強く感じております。一方で、この課題
は我々業界自身の価格転嫁の問題として
も捉える必要があります。我々は仕事を
請け負う受注側であると同時に、多様な
資材や燃料を発注する側でもあります。
単に自社の利益のみを追求するのではな
く、社会全体の経済構造を意識しながら
適正な価格転嫁を進め、社会経済全体の
健全な発展に貢献していくことが重要で
あると考えております。

結びに、東京都産業資源循環協会の
今後益々のご発展と、本日ご列席の皆様
方の健勝並びにご活躍を祈念いたしまし
て、私の挨拶とさせていただきます。本
日は誠におめでとうございます。

◯	 加藤副会長より自民党産業・資源循
環議員連盟幹事長の片山さつき財務
大臣が紹介されました。
	■ 参議院議員　財務大臣	
	 　片山  さつき   氏

高市早苗政権で女
性初の財務大臣を拝命
し、 早 8 ヶ 月 に な り
ます。この間、世界の
財務大臣会議等を通じ

て原油価格の投機的な動きに対抗し、市

場安定化へ断固たる措置を取るなど、国
益を守るため国会答弁や財政演説に必死
に邁進しております。

今通常国会に提出した 7 本の法律の
うち 6 本に目処が立ち、来週の補正予
算では総額 3 兆円規模のエネルギー対
策関連予算から、7 ～ 9 月の電気料金引
き下げなど、具体的な支援策を講じる方
針です。

現在、世界的にリサイクル資源は重
要鉱物やレアアースの観点からも極めて
注目されています。プラスチック等への
リサイクル技術の導入は、世界および日
本においても非常に重要な課題です。皆
様の身近に再資源化事業等高度化法の効
果や大規模投資のメリットを実感してい
ただけるよう、一括全額償却や利益が出
ない場合の繰り越し措置なども含め、政
府として皆様の事業を強力に後押しして
まいります。今後ともよろしくお願いい
たします。

乾杯
	■ 公益財団法人 日本産業廃棄物処理振興
センター	 理事長　関  荘一郎   氏

乾杯に先立ちまし
て、一言ご挨拶申し上
げます。

来賓の皆様のお話
にもありました通り、
廃棄物をめぐる状況は

大きく変化しておりま
す。中東情勢の緊迫により天然資源の不
足が懸念される今、廃プラスチックをは
じめとする「再生資源」の活用が強く求
められています。この社会の大転換期は、

乾杯の関氏
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法制度の強化とともに、資源循環を担う
皆様にとって事業を飛躍させる大きな好
機でもあります。それぞれの創意工夫の
もと、この変革を前向きに捉え、ますます
ご活躍されることを期待しております。

中締め
19 時、加藤副会長の中締めにより、

盛会のうちに懇親会はお開きとなった。
	■ 加藤  宣行   副会長

長時間にわたり大
変お疲れ様でした。理
事改選を経て 4 期目
を迎えられた鈴木 会
長をはじめとする新体
制をよろしくお願いい
たします。また、退任

される赤石 副会長の長年のご功績に深
く感謝いたします。

現在、当業界では次世代への若返り
が確実に進んでいます。先ほど環境省の
角倉局長からもお話があった通り、日本
の優れたリサイクル技術は世界から必要
とされており、国内でこの技術を活かし
動脈産業とともに日本経済へ貢献する時
代が到来しています。高度化法に基づく
今後の認定拡大に向け、現場が抱く具体
的な取組や出口戦略への不安を解消すべ
く、財団等とも連携した動静脈一体の強
固なチームを構築し、次世代へバトンを
繋いでまいりましょう。

当業界と会員の皆様の発展、そして
社員の皆様のご健勝を祈念し、景気よく
三本締めで締めさせていただきます。

中締めの	
加藤宣行 副会長

賛助会員による PR・賛助会員コーナー

ＨＡＲＡＤＡ㈱㈱ トラン・セル

エクオ ㈱アーバンテクノリサイクル ㈱ ㈱ フジテックス
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参議院議員　財務大臣　内閣府特命担当大臣（金融） 片山さつき

環境省	 環境再生・資源循環局長 角 倉 一 郎
	 大臣官房審議官（資源循環担当） 成 田 浩 司
	 資源循環課長 相 澤 寛 史
	 廃棄物規制担当参事官 大 川 正 人
	 資源循環課課長補佐 山 田 浩 司
 	 廃棄物規制担当参事官室参事官補佐 高 橋 亮 介

厚生労働省	 東京労働局労働基準部	 安全課長 三 浦 　 玲
		  地方産業安全専門官 石 井 秀 憲

協会顧問　東京都議会議員 宇田川聡史
協会顧問　東京都議会議員 山 﨑 一 輝
協会顧問　東京都議会議員 田 村 利 光
協会顧問　前東京都議会議員 小宮あんり
協会顧問　東京都議会議員 松葉多美子
協会顧問　東京都議会議員 細田いさむ

東京都	 環境局長 宮 澤 浩 司
	 資源循環推進部長 宗 野 喜 志
	 資源循環推進部産業廃棄物対策課長 東 川 直 史

公益社団法人 全国産業資源循環連合会　専務理事 室 石 泰 弘
	 関東地域協議会  会長 杉 田 昭 義

公益財団法人 日本産業廃棄物処理振興センター　理事長 関 荘 一 郎
一般財団法人 日本環境衛生センター　理事長 南 川 秀 樹
公益財団法人 東京都環境公社　理事長 小 川 謙 司
公益財団法人 産業廃棄物処理事業振興財団　常務理事 山 越 厚 志
一般社団法人 東京建設業協会	 専務理事 原 田 和 生
	 事業委員会環境部会 部会長 大 竹 利 幸
	 事業部長 島 田 久 史
一般社団法人 東京建物解体協会　会長 藤 井 　 誠
建設廃棄物協同組合　理事長 粕 谷 　 毅
首都圏資源循環協同組合　事務局長 大 吉 英 夫

協会顧問　弁護士法人 芝田総合法律事務所　代表弁護士 芝 田 麻 里
協会顧問　梅澤公認会計士事務所　所長・公認会計士 梅 澤 　 隆

来 賓 芳 名 簿
（順不同、敬称略）
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就任のご挨拶

東京都環境局長

宮 澤 浩 司

東 京 都 産 業 資 源 循 環 協 会 の 皆 様

に は 、 平 素 よ り 都 の 環 境 行 政 に ご

理 解 と ご 協 力 を 賜 り 、 心 よ り 御 礼

申 し 上 げ ま す 。 資 源 循 環 ・ 廃 棄 物

処 理 業 は 、 日 常 の 収 集 運 搬 か ら 中

間 処 理 、 災 害 時 の 応 急 、 復 旧 ・ 復

興 な ど 、 地 域 社 会 に 欠 か せ な い 重

要 な 存 在 で あ り 、 こ れ を 担 う 皆 様

の 日 々 の 取 組 に あ ら た め て 感 謝 と

敬 意 を 表 し ま す 。

さ て 、 資 源 循 環 ・ 廃 棄 物 処 理 を

取 り 巻 く 課 題 は 、 国 内 外 で 加 速 す

る 脱 炭 素 化 の 取 組 や 、 再 生 材 の 利

用 拡 大 、動 静 脈 の 連 携 、ネ イ チ ャ ー

ポ ジ テ ィ ブ へ の 貢 献 な ど 多 岐 に わ

た り ま す 。 こ れ ら の 動 き に し っ か

り 対 応 し て い く に は 、 大 量 生 産 ・

大 量 消 費 型 の 資 源 利 用 の あ り 方 を

見 直 し 、 持 続 可 能 な 形 で 資 源 を 効

率 的 ・ 循 環 的 に 有 効 利 用 す る サ ー

キ ュ ラ ー エ コ ノ ミ ー へ の 移 行 を 推

進 し て い く こ と が 重 要 で す 。

さ ら に 、 昨 今 の 中 東 情 勢 に よ る

原 油 の 不 足 は 、 プ ラ ス チ ッ ク を は

じ め と す る 様 々 な 原 材 料 の 調 達 に

影 響 を 及 ぼ し て お り 、 資 源 循 環 の

重 要 性 は か つ て な く 高 ま っ て お り

ま す 。

こ う し た 中 、 都 は 、 新 た な 資 源

循 環 ・ 廃 棄 物 処 理 計 画 を 本 年 ３ 月

に 策 定 し 、 サ ー キ ュ ラ ー エ コ ノ

ミ ー へ の 移 行 を 促 進 す る 取 組 を 軸

と し て 、 2 0 3 5 年 の ビ ジ ョ ン と 中

期 的 な 施 策 展 開 の 方 向 性 を 取 り ま

と め 、 持 続 可 能 な 資 源 利 用 の 実 現

に 向 け 社 会 変 革 を 図 っ て い く こ と

と し て い ま す 。

新 た な 計 画 で は 、 主 な 取 組 と し

持続可能な資源循環と
	 適正な廃棄物処理の推進に向けて

て 、 資 源 循 環 分 野 の さ ら な る Ｄ Ｘ

の 推 進 を 通 じ た 効 率 化 や 、 動 静 脈

の 連 携 に 向 け 求 め ら れ る 品 質 ・ 量

の 再 生 材 を 確 実 に 供 給 で き る よ

う 、 多 様 な 主 体 と 連 携 の も と 、 プ

ラ ス チ ッ ク や 金 属 等 の 選 別 や 再 資

源 化 施 設 の 高 度 化 を 強 力 に 後 押 し

し て い く こ と と し て お り ま す 。

近 年 、 深 刻 な 社 会 問 題 と な っ て

い る リ チ ウ ム イ オ ン 電 池 の 発 火 事

故 に つ い て は 、 安 定 的 な 処 理 を 妨

げ て い る 実 態 を 踏 ま え 、 電 池 の 混

入 を 防 止 す る 対 策 と し て 、 区 市 町

村 や 事 業 者 の 皆 様 と 連 携 し て 分 別

排 出 を 一 層 促 進 す る と と も に 、 実

効 性 の 高 い 安 全 対 策 と し て 、 処 理

施 設 に お い て 混 入 し た リ チ ウ ム イ

オ ン 電 池 や そ の 発 火 を 検 知 す る 機

器 の 導 入 を 支 援 す る 緊 急 対 策 事 業

を 開 始 い た し ま す 。

ま た 、 昨 年 度 は 、 鈴 木 会 長 に は

東 京 都 廃 棄 物 審 議 会 の 委 員 と し

て 、 都 の 資 源 循 環 ・ 廃 棄 物 処 理 計

画 の 策 定 に あ た り 、 貴 重 な ご 意 見

を い た だ き あ り が と う ご ざ い ま し

た 。 今 年 度 は 、 計 画 策 定 の 段 階 か

ら 、 計 画 に 基 づ き 具 体 的 に 新 た な

施 策 を 進 め て い く 段 階 と な り ま す

の で 、 引 き 続 き 、 ご 協 力 を 賜 り ま

す よ う お 願 い い た し ま す 。

結 び に 、 皆 様 の 事 業 の さ ら な る

発 展 と 、 協 会 の 皆 様 の 御 健 勝 を 心

よ り 祈 念 申 し 上 げ 、 ご 挨 拶 と さ せ

て い た だ き ま す 。
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東京都環境局
資源循環技術担当部長

大 藤 泰 典

4 月 1 日付で環境局資源循環技術担当
部長に就任しました大藤です。誌面をお
借りして、一言ご挨拶申し上げます。

協会並びに会員の皆様には、日頃か
ら、東京都の資源循環・廃棄物行政にご
理解とご協力を賜り、心よりお礼申し上
げます。

令和 2 年度迄の３年間、産業廃棄物
技術担当課長として、主に PCB 廃棄物
の処理促進に取り組んでおりました。こ
の度、技術担当部長として廃棄物行政に
改めて携わることになり、責任の重大さ
に身の引き締まる思いでございます。
高濃度 PCB 廃棄物は、昨年度末をもっ
て JESCO 東京 PCB 処理事業所における
処理事業が完了となりましたが、低濃度
PCB 廃棄物は、今年度末が処分期限と
なっております。期限内の適正処理に向
けて、引き続きご支援ご協力をお願いい
たします。

さて、都は、新たな「資源循環・廃
棄物処理計画」を本年３月に策定し、

「サーキュラーエコノミーへの移行」を
推進する取組を軸とした、持続可能な資
源利用を前提とした社会システムへの変
革を図っていくことを示しました。

廃棄物処理システムの充実・強化の
推進や廃棄物の循環利用の促進への取組
として、多様な主体と連携のもと、ＤＸ

推進を通じた効率化や再資源化施設の高
度化等を強力に後押ししていくこととし
ています。

現在、都政の構造改革「シン・トセイ」
の一環として、「産業廃棄物関連手続・
情報管理等のＤＸ推進プロジェクト」を
進めており、今後、皆様の御意見も頂き
ながら、許可や届出等に関する皆様の負
担軽減とともに、行政側の審査精度向上
とスピードアップを目指してまいります。

また、高度なリサイクルを実現する
設備の導入に対する補助を新たに開始
し、加えて、太陽光パネルのリサイクル
施設への運搬の効率化を図るため、積替
保管施設の整備に対する補助も開始して
おります。

今後の施策展開に向けて、産業廃棄
物処理に関する豊富な知見と経験を有す
る皆様のご理解とご協力をいただき、一
層連携を深め、実効性のある施策展開を
図ってまいりたいと考えております。引
き続き、循環型社会の形成、持続可能な
社会の実現に向け、東京の資源循環及び
廃棄物処理に係る施策へのお力添えをお
願いいたします。

最後になりますが、貴協会並びに会
員の皆様のますますのご発展とご活躍を
祈念して、就任のご挨拶とさせていただ
きます。

就任のご挨拶

就任にあたって

東京都環境局
多摩環境事務所長

福 安 俊 文

4 月 1 日付で多摩環境事務所長に就
任した福安でございます。貴重な誌面を
お借りしまして、一言ご挨拶を申し上げ
ます。

廃棄物処理は、社会経済活動を支え
る基幹的インフラであり、いかなる時も
欠かすことのできない重要な役割を担っ
ております。貴協会並びに会員の皆様に
おかれましては、資源循環に携わるエッ
センシャルワーカーとして、日々、廃棄
物処理・リサイクルの現場を担い、都民
生活や事業活動を力強く支えておられま
すことに、あらためて敬意と感謝を申し
上げます。

資源循環・廃棄物処理を巡っては、
脱炭素化の進展や、再生材の利用拡大、
動静脈の連携、さらにはネイチャーポジ
ティブへの貢献など、国内外で求められ
る役割が一層広がっております。一方、
東京においては、人口減少や社会構造の
変化や、深刻な人手不足、働き方改革へ
の対応、激甚化する自然災害への備えな
ど、複合的な課題にも直面しております。

こうした状況を踏まえ、都は、本年
３月、資源循環・廃棄物行政の基本計画
である「東京都資源循環・ 廃棄物処理計
画」を、貴協会の鈴木会長にも廃棄物審
議会委員として議論に参画いただき策定

いたしました。新計画では、2035 年の
目指すべきビジョンとして、「資源の大
消費地である東京の責務として、CO2 排
出実質ゼロにも貢献する持続可能な資源
利用に向けた取組をサプライチェーン全
体で推進し、サーキュラー・エコノミー
への移行促進を図るとともに、社会課題
に的確に対応する資源循環・廃棄物処理
システムの安定的な基盤の確保を目指し
ていく」こととし、仕組みづくり・支援
の両面からの施策展開や、都民・事業者
の行動変容の促進等に向けた取組を盛り
込んでいます。

多摩環境事務所といたしましても、
持続可能な資源利用と適正な廃棄物処理
の推進に向け、現場に根差した廃棄物行
政を着実に推進してまいります。

今後とも、社会的に大きな役割を担っ
ている貴協会の皆様との連携を一層深め
ながら、諸課題の解決に取り組んでまい
りたいと考えておりますので、引き続き
ご理解とご協力を賜りますようお願い申
し上げます。

結びに、貴協会のますますのご発展
と、会員の皆様のご健勝・ご活躍を祈念
申し上げ、就任の挨拶とさせていただき
ます。

就任にあたって

就任のご挨拶
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八王子市
環境部廃棄物対策課長

青 木 一 浩

貴協会並びに会員の皆様におかれまし
ては、平素より八王子市の資源循環行政
に格別のご理解とご協力を賜り、厚く御礼
申し上げます。

令和 8 年 4 月 1 日付で八王子市環境部
廃棄物対策課長に就任いたしました青木
でございます。貴重な誌面をお借りし、
謹んでご挨拶申し上げます。

近年、高齢化や人口減少の進行により、
廃棄物処理を担う人材の確保は全国的な
課題となっております。加えて、物価や人
件費の高騰、国際情勢の不確実性の高ま
りなどにより、廃棄物処理業者を取り巻く
経営環境は一層厳しさを増しており、安
定的な事業運営や技術・技能の継承を含
めた持続可能な事業体制の構築が喫緊の
課題となっております。このような状況に
おいても、市民生活と都市活動を支える
廃棄物の適正処理を将来にわたり安定的
に継続していくことは、行政に課せられた
重要な使命であると認識しております。

本市は中核市として、一般廃棄物処理
業者 94 社、産業廃棄物処理業者 67 社に
対する定期的な調査・指導をはじめ、不
法投棄の未然防止と早期発見に向けた現
地調査を実施してまいりました。また、民
間企業との通報協定の締結や、LINE を活
用した市民通報、学生の皆様による啓発
ポスターの作成など、地域と連携した取

組を進めております。
こうした市民及び事業者の皆様のご協

力により、環境省が令和 8 年 3 月に公表
した人口 50 万人以上の都市における 1 人
1 日あたりのごみ排出量において、令和 6
年度実績で全国 1 位（4 年連続）を達成
することができました。これは、現場で日々
適正処理に尽力されている皆様のご努力
の賜物であり、心より感謝申し上げます。

一方、国では廃棄物処理法改正に向け
た審議が進められ、スクラップヤード規制
の強化や PCB 廃棄物の適正処理など、新
たな対応が求められております。本市とい
たしましても、法令遵守の徹底と適正処
理の確保に加え、人材確保や業務の効率
化、安全対策の充実など、事業継続に向
けた環境整備について、皆様と連携しな
がら取り組んでまいります。

今後とも、持続可能な循環型都市八王
子の実現に向け、資源循環行政を着実に
推進してまいりますので、引き続きご理解
とご協力を賜りますようお願い申し上げま
す。

結びに、貴協会並びに会員の皆様にお
かれましては、夏季を迎えるにあたり、熱
中症警戒アラート発令時の安全確保にご
留意いただき、益々のご発展とご健勝を
祈念し、ご挨拶とさせていただきます。

就任にあたって

就任のご挨拶

「廃棄物の処理及び清掃に関する法律等の一部を改正する法律案」
の閣議決定について

環 境 省

こちらのQRコードからアクセスできます→

	 お詫びと訂正

本誌第４２９号（令和８年 6 月 1 日発行）3 頁に誤りがありました。訂正し、
お詫び申し上げます。正しくは下記の通りです。

○ 3頁　下部枠内
（誤）労働災害のない、安全で変心して働ける職場づくりに、・・・
（正）労働災害のない、安全で安心して働ける職場づくりに、・・・

「廃棄物の処理及び清掃に関する法律等の一部を改正する法律案」が令和８年４
月 10 日㈮に閣議決定され、第 221 回国会（会期：令和 8年 2月 18 日〜 7月 17 日）
に提出されました。

	■ 法案の背景
使用済みの金属・プラスチック物品を保管又は再生する事業場、いわゆる

スクラップヤードは、資源循環の輪において重要な役割を担っています。し
かしながら、近年、一部のスクラップヤードにおいて、騒音、水質汚濁、火
災等の生活環境保全上の支障が報告されています。こうした状況を是正し、
良好な生活環境の保全と公正な競争環境の整備を行うことが必要となってい
ます。

また、災害廃棄物を適正、円滑かつ迅速に処理することは、被災者の生活
環境を守り、公衆衛生の悪化を防止することに加え、被災地の速やかな復旧・
復興のためにも重要です。令和６年能登半島地震等、最近の災害対応におい
て得られた教訓等を踏まえ、平時からの備えと地方公共団体への支援体制の
強化が必要となっています。

以上のような状況を踏まえ、令和７年２月から令和８年３月にかけて開催
された、中央環境審議会循環型社会部会廃棄物処理制度小委員会において必
要な制度的措置について審議され、令和８年４月７日に中央環境審議会会長
から環境大臣に対して「今後の廃棄物処理制度のあり方について」が意見具
申されました。

これらを受けて、今般、「廃棄物の処理及び清掃に関する法律等の一部を改
正する法律案」について閣議決定し、第 221 回国会に提出するものです。

	 （2026 年 4 月 10 日　報道発表資料より）

詳しくは、環境省ウェブサイトをご参照ください。
	 ☞ https://www.env.go.jp/press/press_04100.html
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産業廃棄物担当等関係職員の人事異動

○異動＜転出＞（令和８年 4月 1日付（退職者は 3月 31 日付））
新任職 現任職 氏名

（退職） 環境局長 須 藤　 栄

保健医療局次長（福祉局理事（福
祉保健政策連携推進担当）・保健
医療局理事（健康危機管理担当）
兼務）

環境局総務部長 荒 田 有 紀

（退職） 環境局資源循環技術担当部長 横 山 英 範

（退職） 多摩環境事務所長 近 藤　 豊

（退職） 多摩環境事務所副所長
〈管理課長事務取扱〉 舩 木 克 彦

環境局気候変動対策部
率先行動調整担当課長

環境局資源循環推進部
産業廃棄物技術担当課長 加 納 雅 之

下水道局施設管理部局務担当課
長〈西部第二下水道事務所お客
さまサービス課長〉

環境局資源循環推進部
不法投棄対策担当課長 久 保 田 庄 三

❖東京都環境局

○異動＜転出＞（令和 8年 4月 1日付）
新任職 現任職 氏名

環境部ごみ総合相談センター
所長 環境部廃棄物対策課長 河 内　 剛

❖八王子市

行政だより

○異動＜転入＞（令和 8年 4月 1日付）
新任職 現任職 氏名

環境局長 議会局長 宮 澤 浩 司

環境局資源循環技術担当部長 環境局担当部長
〈東京熱供給 ㈱ 派遣〉 大 藤 泰 典

多摩環境事務所長 環境局資源循環推進部
計画課長（統括課長） 福 安 俊 文

多摩環境事務所副所長
〈管理課長事務取扱〉

多摩府中保健所副所長
〈管理課長事務取扱〉 阿 部 貞 弘

環境局資源循環推進部
計画課長（統括課長）

環境局資源循環推進部
一般廃棄物対策課長

（統括課長）
大 谷 貴 嗣

環境局資源循環推進部
資源循環計画担当課長

環境局資源循環推進部
埋立調整担当課長 江 袋 晃 弘

環境局資源循環推進部
資源循環調整担当課長

環境局資源循環推進部
担当課長

〈（公財）東京都環境公社派遣〉
佐 藤　 靖

環境局資源循環推進部
産業廃棄物調整担当課長

環境局資源循環推進部
資源循環計画担当課長 荒 井 和 誠

環境局資源循環推進部
産業廃棄物技術担当課長

環境局資源循環推進部
資源循環調整担当課長 山 中 敏 晃

廃棄物埋立管理事務所長
スポーツ推進本部
スポーツ施設部局務担当課長

〈㈱ 東京スタジアム派遣〉
神 野 美 和

○異動＜転入＞（令和 8年 4月 1日付）
新任職 現任職 氏名

環境部廃棄物対策課長 環境部ごみ総合相談センター
所長 青 木 一 浩

行政だより

※	 なお、令和７年８月の組織改正に伴い、岡田栄一 資源循環部長の職名が環境部資
源循環担当部長に変更となっております。
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人材確保プロジェクト主催

「外国人材の円滑な受入れについて（第2回）」を開催

人材確保プロジェクト（二木玲子 リーダー）は、令和8年 4月21日㈫14時より、一
般社団法人 国際連携推進協会 (代表理事：茅本良夫氏 )の関係者をお招きし、会員向け
オンラインセミナーを開催いたしました。 （約 40名参加）
	 （株式会社 京葉興業 　堀内  武   記）

本セミナーは、資源循環（廃棄物処理）
分野において、深刻化する人材不足の解
消策として期待される「育成就労制度」
および「特定技能制度」をテーマとして
います。本年 2 月に続く第 2 弾の開催
となりました。

冒頭、二木リーダーより「外国人材
の受入れについて不明な点が多いと思い
ますので、前回に続く第 2 回目の開催
となりました。来年 4 月の受入れ開始
に向けて、そろそろ動き出さなければな
らないタイミングになっており、この機
会に制度理解を深め、実行に移していた
だくきっかけになってほしい」との挨拶
がありました。

	■ 第１部
第 1 部 で は、「 育

成就労・特定技能制
度における受入れま
での流れ（費用、準
備すること）等」を
テーマに、同協会の
企画・広報担当であ

る塚口卓也氏が登壇。最初に育成就労制

度と特定技能制度の違いについての説明
がありました。

特定技能は、まだ試験が開始されて
いないので整理が出来ていない状況。そ
れに比べて育成就労は一部準備が整って
いない部分もありますが、書類の準備等
を進められれば、来年 4 月には受入れ
られると考えているとのことでした。具
体的なスケジュールは、本年（令和 8 年）
4 月〜 6 月に「監理支援機関の決定」と

「求人票作成」、7 月に現地面接、9 月ま
でに書類整理等、10 月に外国人育成就
労機構への申請を行います。その後、年
明け 1 月頃に出入国在留管理庁への在
留資格認定申請、現地でのビザ申請を経
て、4 月の入国を目指す流れになります。

塚口 氏

 国際連携推進協会の皆様

その他、環境省の協議会への加入や、5
年以上の実務経験を持つ「育成就労指導
員」の選任など、企業側で準備すべき法
的要件が多くありますが、申請が遅れる
と受入上限数に達して入国が出来ない場
合もあるため、早期着手が必須になりま
す。また、申請書類の内容、初期費用と
月額費用、支援機関の選定方法など、実
務に即した詳細な説明が行われました。
なお、現時点で未公表の部分もあるため、
引き続き情報収集を行うとともに、今後
申請の集中が予想されることから、早期
の支援機関決定と連携の重要性が強調さ
れました。

	■ 第２部
第 2 部では、セン

ターポイント協同組
合 代表理事の神由貴
氏より、「実例を踏ま
え、現状と課題（良
かった点、困った点、
国別傾向等）を解説

する」をご講演いただきました。外国人
材を受け入れるメリットとして、まずは

「社内のコミュニケーション活性化」が
あります。たどたどしい日本語で日本人
の方と言葉を交わすなどして、お互いの
理解が深まり、職場全体に活気が生まれ
ることがあるそうです。また、外国人材
を受け入れるために就業規則や36協定、
福利厚生を再整備した結果、結果的に日
本人社員の離職率も低下したという、好
事例も紹介されました。

一方で課題としては、日本語のコミュ
ニケーションが取れず教育に時間を要す
ることがあります。日本語能力は一番の
課題になるため、母国語の字幕が付いた
動画教材を使用したり、地域によっては
無料のボランティアの教室があるので、
それらを利用して日本語を学んでいただ
いたりします。また、文化の壁による摩
擦もゼロではありません。特にアパート
での騒音、ゴミ出しのルール、自転車の
交通マナーなどは、頻発する課題です。
これに対し「一度教えたから理解してい
るはず」とは思わず、何度も繰り返し覚
えるまで勉強していただくことが大切に
なります。

その他に国別（ベトナム、インドネ
シア、フィリピン、中国）の国民性や特
徴などについて、実例に基づいたわかり
やすい説明がありました。

今回もご協力いただいた一般社団法
人 国 際 連 携 推 進 協
会は、多数の支援機
関等が加盟する上部
団体のため、各社の
ニーズに合致した支
援機関の紹介も行っ
ているとのことでし

た。今回の説明により、来年 4 月から
の新制度開始を見据えた準備の重要性を
再認識する貴重な機会となりました。

本セミナーが会員各位の人材確保に
おける一助となることを切に願っており
ます。

神 氏

茅本 代表理事

人材確保プロジェクト
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公益社団法人 全国産業資源循環連合会女性部協議会（二木玲子 会長）は、令和 8
年 4月 22 日㈬〜 23 日㈭、第 4回 視察研修会を石川県および富山県で開催しました。
初日は石川県七尾市の災害廃棄物仮置き場を視察した後、一般社団法人 石川県産業
資源循環協会による座学を実施し、２日目は株式会社 富山環境整備を訪問しました。
また初日には、環境省 環境再生・資源循環局 資源循環課長の相澤寛史氏、同課資

源循環ビジネス推進室長 塚原沙智子氏、同課課長補佐 丸山有紀氏が同行され、総勢
32名での実施となりました。	  （株式会社 調布清掃　望月麻子  記）

全産連女性部協議会

第４回視察研修会

	● 	七尾市仮置き場訪問
初日は、七尾市の仮置き場運営を担

う石川県産業資源循環協会会員である古
山幸一氏の案内により、約 10,000㎡の
大田仮置き場を見学しました。ピーク時
は 1 仮置き場で 4 トンアームロール車
400 ～ 500 台 / 日、全体で 900 台 / 日
の搬入がありましたが、現在は各仮置き
場 100 ～ 150 台 / 日となり、運営しや
すい水準にまで落ち着いています。

「分ければ資源」の方針のもと、「石
川県モデル」である解体現場での徹底し
た分別を前提とした効率的な処理体制が
構築され、七尾市の仮置き場は石川県モ
デルの先行・模範事例として機能されて
いました。

今後は和倉温泉の旅館関係などの大
型物件の解体が約 4 年は継続される予
定です。

	● 	災害廃棄物処理に関する講演
能登半島地震における災害廃棄物処

理の最前線について、現場の経験に基づ
く講演が、石川県産業資源循環協会の髙
山盛司会長および災害対策室の綿谷真之
室長により、七尾市和倉温泉「のと楽」
にて行われました。発災直後は、道路寸
断や燃料不足により移動すら困難な状況
の中、髙山会長をはじめ関係者は仮置き
場の選定に奔走されたとのことです。被
災地への往復に十数時間を要する過酷な
環境下でも、公衆衛生を守るため、し尿
や生活ごみの回収が昼夜を問わず続けら
れました。

災害対応は、「公衆衛生確保のための
緊急回収」「片付けごみの受け入れ」「公
費解体に伴う廃棄物処理」の三段階で進
められ、それぞれの局面で異なる課題と
対応が求められました。特に仮置き場の
運営では、安全確保と効率性の両立が重仮置き場

女性部だより

要であり、車両動線の分離やドライブス
ルー方式の導入、住民確認の徹底などの
工夫が紹介されました。また、災害と無
関係なごみの持ち込みや火災リスクへの
対策として、監視カメラの設置など新た
な課題への対応も講じられました。

さらに広域処理においては、陸上・海
上・鉄道を組み合わせた輸送体制が構築
されたものの、地理的制約や積雪といっ
た気象条件に応じた柔軟な対応が求めら
れました。加えて、クラウドシステムを
活用したデータ管理により、搬入出状況
の可視化と業務効率化が図られた点も大
きな成果として挙げられました。

こうした経験から、災害廃棄物処理
においては、初動の迅速な判断と体制構

築、そして平時からの備えが極めて重要
であることが、現場の言葉を通して強く
伝わる講演となりました。質疑応答では、
各社に加え環境省の相澤課長も交え、有
意義な意見交換が行われました。

	● 	株式会社 富山環境整備　視察
東京ドーム約 43 個分という広大な事

業面積を有する富山環境整備では、「廃
棄物処理を軸とした地域循環共生圏の構
築」と題し、松浦志帆子常務取締役より

「廃棄物処理事業」「リサイクルプロダク
ト」「アグリプロダクト」の三本柱によ
る事業内容のご紹介をいただきました。

視察では、国内最大級の管理型最終
処分場の運用や建設中の最終処分場を見

（上）相澤課長
（右）のと楽にて

（左）石川県産業資源循環協会  災害廃棄物講演　（右）ご講演いただいた高山会長、綿谷室長、古山氏
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学し、即日覆土や水処理施設による環境
負荷低減の仕組みについて説明を受けま
した。

また、プラスチックリサイクル分野
では、光学選別と AI 画像認識を組み合
わせた新型選別機を見せていただき、従
来困難であった複合素材や微細片の高精
度選別が可能となり、資源循環の高度化
が進んでいる点が印象的でした。

農業分野では、廃棄物由来エネルギー
を活用した施設運営により、高付加価値
トマトやトルコキキョウ、いちごの栽培
が行われており、環境配慮と生産性向上
を両立した持続可能な取り組みが展開さ
れていました。一方で、近年の夏場の異
常気象によりトマトの生育に影響が出て
おり、今後の対策について検討が進めら
れているとの説明もありました。

さらに、能登半島地震における災害

廃棄物処理支援や地域復興プロジェク
ト、ビオトープ整備など、地域と連携し
た活動にも積極的に取り組まれており、
資源循環と地域共生を両立した事業展開
が印象に残りました。

見学後は、同社で製造されたトマト
ジュースやいちごミルクをいただきなが
ら、社員の方々と廃棄物を活用した製品
づくりについて意見交換を行い、実りあ
る交流の機会となりました。

今回の視察を通じ、持続可能な社会
に向けた多様な取り組みに触れることが
でき、その考え方や姿勢の重要性を改め
て認識しました。

最後に、本視察にあたりご案内いた
だきました石川県産業資源循環協会の皆
さま、ならびに富山環境整備の皆さまに
心より御礼申し上げます。

女性部だより

（上段左より）
•	 松浦常務による事業説明
•	 意見交換
•	 トマト栽培ハウス内で説
明を受ける

（左）
  富山環境整備にて集合写真

第１０７回理事会

開催日時：   ５月１２日㈫ １５時００分～１７時１１分	 場所：   協会会議室
出席者：  理事１８名／監事２名
議題：  

１．決議事項
（１）新入会員の承認
（２）第１４回定時総会議案の決定
（３）相談役の委嘱

２．協議事項
（１）第１４回定時総会議案及び進行等
（２）役員選任基準

３．報告事項
（１）関東地域協議会（４月１５日）開催結果
（２）令和 8 年度東京都予算政党要望への回答
（３）月次会計報告及びマニフェスト販売状況
（４）産業廃棄物処理業者に対する行政処分

委員報告・部会報告

次回開催日：  第１０８回理事会　６月１０日㈬

人材確保プロジェクト（二木 リーダー）

開催日時：  4 月21日㈫ 16 時～　	 場所：  協会会議室	 出席者：  8 名
議題及び内容： 

●	若手社員のためのスーパーエコタウン研修会《第４回》
会員企業人事担当者と大学キャリアセンター担当者の意見交換会《第２回》

11 月 18 日㈬にスーパーエコタウン（大田区城南島）の会員施設において実
施する上記研修会・意見交換会の実施要領等について検討した。

次回開催日：  6月22日㈪ 14時～　
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石尾産業 株式会社
代表取締役　 市 村 将 志

東京都知事　　産業廃棄物収集・運搬 （積替え保管を除く。）
〔	燃え殻、汚泥、廃油、廃酸、廃アルカリ、廃プラスチック類、紙くず、木くず、繊維くず、

動植物性残さ、ゴムくず、金属くず、ガラスくず・コンクリートくず及び陶磁器くず、鉱さい、
がれき類、ばいじん

 （石綿含有産業廃棄物を含む。） （水銀使用製品産業廃棄物を含む。）  〕

東京都知事　　特別管理産業廃棄物収集・運搬 （積替え保管を除く。）
〔	① 廃油 （揮発油類、灯油類、軽油類）

	 ② 廃酸 （pH2.0 以下のもの）    
	 ③ 廃アルカリ （pH12.5 以上のもの） 
	 ④ 感染性産業廃棄物  〕

〒 183-0034	 東京都府中市住吉町２－１２－４－１０２
☎  ０４２（３１９）８２５７

※東京都内の許可以外は、主な許可内容のみご紹介しております。

有限会社 柏廃材処理センター
取締役　 伊 澤 幸 雄

東京都知事　　産業廃棄物収集・運搬 （積替え保管を除く。）
〔	燃え殻、汚泥、廃油、廃酸、廃アルカリ、廃プラスチック類、紙くず、木くず、繊維くず、

動植物性残さ、動物系固形不要物、ゴムくず、金属くず、ガラスくず・コンクリートくず及
び陶磁器くず、鉱さい、がれき類、動物のふん尿、動物の死体（牛、馬等大型のものを除く。）、
ばいじん、政令１３号物（コンクリート・薬剤固化したものに限る。）

 （石綿含有産業廃棄物を含む。） （水銀使用製品産業廃棄物を含む。） （水銀含有ばいじん等を
含む。）  〕

東京都知事　　特別管理産業廃棄物収集・運搬 （積替え保管を除く。）
〔	① 特定有害産業廃棄物 　ｱ . 廃石綿等  〕

千葉県知事　　産業廃棄物処分業　　焼却及び破砕による中間処理
千葉県知事　　特別管理産業廃棄物処分業　　焼却による中間処理

〒 277-0033	 千葉県柏市増尾９４７－７
☎  ０４（７１７６）１１１５

野川公園

表紙の言葉
●今月の写真：  ［防災公園］野

の が わ

川公園（調布市・小金井市・三鷹市）

野川公園は、「武蔵野の森構想」のもと周辺の神代植物公園、武蔵野公園、都立多磨
霊園、調布飛行場、浅間山公園、府中の森公園などの緑地を含め造成されました。広々
とした芝生の広場が印象的でした。

ちなみに「たま」の表記には「多摩」「玉」「多磨」の文字が使われています。民営の
「東京多摩霊園」もあるそうで、「たま」の字の由来について調べてみると、本項に書
ききれないほどの歴史があるようです。気になった方はぜひ調べてみてください。

所在地：	 調布市野水一・二丁目、小金井市東町一丁目、三鷹市大沢二・三・六丁目
アクセス：	 西武多摩川線「新小金井」または「多磨」下車　徒歩 15 分

●参照：	「むさしのの都立公園」ウェブサイト、（公財）東京都公園協会HPほか
●撮影者： 塩沢 美樹（機関誌編集担当）

（令和 8 年 6 月 10 日現在）

月 日 曜日 行事予定 備考

7

6 月 全産連；青年部協議会 関東ブロック幹事会　１５：００～１７：００　当協会会議室

8 水
広報委員会　１０：００～ 協会会議室

三役会議　／　常任理事会　／　第１０９回理事会　 協会会議室

9 木 青年部　幹事会　１５：００～ 協会会議室

13 月 破砕・圧縮分科会
　リチウムイオン電池セミナー　１５：００～１７：００ 協会会議室

14 火 全産連　；　理事会 連合会会議室
（ハイブリッド）

16 木 女性部　幹事会　１５：００～ 協会会議室

17 金 法制度検討委員会　１５：００～ 協会会議室

24 金 収集運搬委員会　施設見学会　（２４～２５日　１泊２日） （調整中）

8

6 木 医療廃棄物委員会　１５：００～ 協会会議室

7 金 全産連；青年部協議会 関東ブロック幹事会　１５：００～１７：００ 当協会会議室

12 水 広報委員会　１０：００～ 協会会議室

20 木 女性部　幹事会　１５：００～ 協会会議室
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5 月 28 日に開催いたしました第
14 回定時総会には、ご多用中にもか
かわらず、会員の皆さま方多数ご出
席を賜り、全議案が可決され、報告
事項も含めて滞りなく無事に終了い
たしました。引き続き行われました
表彰式及び懇親会も盛会のうちに終
了することができました。これもひ
とえに会員の皆さまはじめ、大変多
くのご関係者様のお力添えがあって
のことでございます。事務局一同心
より御礼申し上げます。また、定時
総会委任状等のご提出にご協力くだ
さいました会員の皆さまにも感謝申

し上げます。
当日は至らぬ点が多々ありましたこと、ご

容赦いただければ幸いです。今後はより良い
運営等を目指してまいりますので、ご意見・
ご感想等ございましたら、ぜひお聞かせくだ
さいませ。

なお、来年 1 月には安全衛生推進大会と賀
詞交歓会がございます。こちらも多くの皆さ
まと直接お顔をあわせ、情報交換等ができる
貴重な機会となりますので、ご来場をお待ち
しております。

すでに 4 月より、令和 8 年度の事業計画に
基づき、委員会・部会等の活動が活発に行わ
れております。本年、広報委員会では、廃掃
法等法改正の動向など、会員の皆さまに有益
な情報を迅速にお伝えするために、引き続き
機関誌発行に尽力してまいります。

今号は、5 月 28 日に開催した第
14 回定時総会・表彰式・懇親会の様
子をたっぷりとお伝えします。

総会では、令和 7 年度の決算報告
や会費規程の改定が無事に承認され
ました。会員の皆さまには、ご理解・
ご協力をいただきありがとうござい
ました。役員については、新たに山
﨑隆一理事が就任し、監事には進藤
創氏と古舘茂俊氏が就任されました。
また、長きにわたり副会長としてお
力添えいただいた赤石賢治氏には感

謝状が贈られました。本当にお疲れさまでし
た！

懇親会では、環境省の角倉一郎 環境再生・
資源循環局長、協会顧問の都議会議員の皆様、
東京都環境局の宮澤浩司局長、全産連の室石
泰弘専務理事、日本産業廃棄物処理振興セン
ターの関荘一郎理事長、そして財務大臣の片
山さつき参議院議員ほか、たくさんの来賓の
皆さまにお集まりいただきました。循環経済
への移行、廃棄物処理法改正、リチウムイオ
ン電池の火災問題、外国人材の受入れ、災害
廃棄物への対応など、業界が今まさに向き合っ
ている課題について、それぞれのお立場から
率直なお話をいただき、会場は大いに盛り上
がりました。
「就任のご挨拶」のページでは、新たに就任

された東京都環境局の宮澤浩司局長、大藤泰
典資源循環技術担当部長、福安俊文多摩環境
事務所長、そして八王子市環境部廃棄物対策
課の青木一浩課長より、それぞれご就任にあ
たってのお言葉をいただきました。サーキュ
ラーエコノミーへの移行や DX の推進など、
新体制のもとでの施策展開への力強い意気込
みが伝わってくる内容です。ぜひご一読くだ
さい。

これから暑さが本格化する季節です。熱中
症にはどうぞくれぐれもお気をつけて、元気
にお過ごしください。	 （森）
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出典：厚生労働省　職場のあんぜんサイト「労働災害事例集」「ヒヤリハット事例集」より
	 類似事例のイラストは同サイトの画像をもとに当協会にて加工して作成
	 ☞ https://anzeninfo.mhlw.go.jp/anzen/sai/sai_new241220.html　	 またはコチラ→

東京労働局管内の産業廃棄物業種における

労働災害発生状況（令和 8 年 1 月〜 3 月累計）

死亡者数

0 名

協会年間目標数　0 名

休業 4 日以上の死傷者数

23 名

前年同月比　＋ 8 名
協会年間目標数 81 名以内

出所：	厚生労働省 職場のあんぜんサイトより、労働災害事例→ヒヤリハット事例集
	 労働災害統計→労働災害発生速報値 , 「死亡災害報告」による死亡災害発生状況 , 
	 「労働者死傷病報告」による死傷災害発生状況

ヒヤリ・ハット事例ヒヤリ・ハット事例
廃棄物を選別作業中に熱中症になりかけた。こまめに水分を取り、無理をしないで休憩する。廃棄物を選別作業中に熱中症になりかけた。こまめに水分を取り、無理をしないで休憩する。

類似事例1 類似事例２

※ QRコードが隣接しているため、片方を手や紙などで隠していただくと読み取りやすくなります

産業廃棄物処理場で作業中熱中症で死亡 道路清掃作業に従事していた作業員が
熱中症にかかる




